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水害に係る被害認定調査について 

 

１．木造・プレハブの１～２階建ての戸建住宅であり、かつ、津波、越流、堤

防決壊等水流や泥流、瓦礫等の衝突の外力被害がある場合 

   ※木造・プレハブとは、在来工法（軸組工法）による木造住宅、枠組壁工法による住宅、

木質系プレハブ住宅、鉄骨系プレハブ住宅を指す。 

 

 

参考資料６ 

※  
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※ 浸水深による判定 

下図を参考に、外観の目視調査により、浸水深を把握し、被害の程度を判定する。な

お、浸水深は最も浅い部分で測定する。 

 

 
 

※【木造・プレハブ】 
戸建ての１～２階建てであり、かつ、津波、越流、堤防決壊等水流や

泥流、瓦礫等の衝突の外力被害がある場合の住家被害に限り適用 
※【サンプル調査による被害認定の調査・判定方法】 

区域内のすべての住家が【木造・プレハブ】戸建ての１～２階建てであ

り、かつ、津波、越流、堤防決壊等水流や泥流、瓦礫等の衝突の外力被

害がある場合であり、かつ、１階天井まで浸水したことが一見して明ら

かな区域については、サンプル調査（当該区域の四隅に立地する住家の

調査）により、当該区域内の当該住家すべてを全壊と判定する。 
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２．木造・プレハブではあるが１～２階建ての戸建住宅でない場合や、津波、

越流、堤防決壊等水流や泥流、瓦礫等の衝突の外力被害がない場合 

 

【被災者から再調査の依頼があった場合の対応】
被災者から再調査の依頼があった場合

被災者の依頼の内容を精査した上で、必要に応じて再調査を実施

全壊
（損害割合50%以上）

（１）外観による判定

①一見して住家全部が倒壊
②一見して住家の一部の階が全部倒壊

（２）傾斜による判定

外壁又は柱の傾斜が1/20以上

住家の損害割合

50％以上

40％以上50%未満

20％以上40%未満

20％未満

いずれにも該当しない

該当しない

（４）部位による判定

基礎の外力等による損傷率が75％以上

該当しない

各部位の損傷程度等（及び傾斜）
から住家の損害割合を算定する。

全壊

大規模半壊

半壊

半壊に至らない

いずれかに該当

該当

該当該当

外壁又は柱の傾斜が1/60以上又は外観に外力による損傷がある

該当しない

（３）浸水深による判定

浸水が床上まで達している

全壊
(損害割合50％以上)

該当しない
半壊に至らない
(損害割合20%未満)

該当

該当

【調査】
戸建ての１～２階建てでない場合や、津波、越流、堤防決壊等水流や泥流、瓦礫等の衝突の外力に
よる損傷がない場合(第１次調査に該当しない場合)
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３．非木造（鉄骨造及び鉄筋コンクリート造の住宅）の場合 
 
 

全壊
（損害割合50%以上）

（１）外観による判定

①一見して住家全部が倒壊
②一見して住家の一部の階が全部倒壊

（２）傾斜による判定

外壁又は柱の傾斜が1/30以上

住家の損害割合

50％以上

40％以上50%未満

20％以上40%未満

20％未満

いずれにも該当しない

該当しない

（４）部位による判定

柱、耐力壁又は梁の外力等による損傷率が75％以上

該当しない

各部位の損傷程度等（及び傾斜）
から住家の損害割合を算定する。

全壊

大規模半壊

半壊

半壊に至らない

いずれかに該当

該当

該当該当

【調査】

【被災者から再調査の依頼があった場合の対応】
被災者から再調査の依頼があった場合

被災者の依頼の内容を精査した上で、必要に応じて再調査を実施

外壁又は柱の傾斜が1/60以上又は外観に外力による損傷がある

該当しない

（３）浸水深による判定

浸水が床上まで達している

全壊
(損害割合50％以上)

該当しない
半壊に至らない
(損害割合20%未満)

該当

該当

 
 


